
　

今
回
は
３
代
公
方
義
種
と
４
代
公
方
義

次
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

義
種
、
義
次
が
生
き
た
時
代
は
中
世
か

ら
近
世
へ
の
大
き
な
転
換
期
で
し
た
。
関

ケ
原
の
戦
い
、
江
戸
幕
府
の
成
立
、
キ
リ

シ
タ
ン
禁
教
令
、
大
坂
の
陣
、
め
ま
ぐ
る

し
く
変
わ
る
世
の
中
で
阿
波
公
方
家
も
さ

ま
ざ
ま
な
変
化
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
３
代
阿
波
公
方
義
種
が
、

長
男
の
義
次
の
た
め
に
書
い
た
も
の
が
『
平

島
記
』（
寛
永
六
年
、
１
６
２
９
）
で
す
。

　
『
平
島
記
』
に
は
、
阿
波
公
方
家
＝
平

島
公
方
家
が
阿
波
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た

経
緯
、
平
島
公
方
家
と
関
係
の
深
い
細
川

家
・
三
好
家
の
こ
と
、
戦
国
時
代
か
ら
藩

政
期
は
じ
め
頃
の
平
島
公
方
家
の
出
来
事

を
中
心
に
義
種
が
子
孫
に
伝
え
た
か
っ
た
一

族
の
歴
史
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

13
歳
の
義
次
を
は
じ
め
て
藩
主
に
紹
介
し

た
際
、平
島
姓
を
与
え
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

（
以
降
、
９
代
義
根
の
阿
波
国
退
去
ま
で
、

歴
代
阿
波
公
方
は
「
足
利
」で
は
な
く
「
平

島
」
と
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
す
）、
大

坂
冬
の
陣
の
際
、
豊
臣
方
か
ら
公
方
家
に

参
陣
要
請
が
あ
り
、
そ
れ
を
徳
島
城
に
相

談
に
持
っ
て
い
っ
て
藩
主
に
感
心
さ
れ
た
話
、

蜂
須
賀
家
政
か
ら
米
や
服
、
馬
、
鷹
、
平

島
館
修
理
の
た
め
の
資
材
等
た
く
さ
ん
の

贈
り
物
を
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
、
義
種
自

身
が
体
験
し
た
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

徳
島
藩
を
制
度
化
、
整
備
し
て
い
く
中

で
、
蜂
須
賀
家
政
は
阿
波
公
方
家
が
力
を

持
つ
こ
と
を
恐
れ
て
い
ま
し
た
。「
将
軍
家

の
子
孫
に
大
禄
を
与
え
れ
ば
、
乱
を
生
じ

る
も
と
に
な
る
」
と
い
う
家
政
の
言
葉
が

残
っ
て
い
ま
す
。
公
方
家
の
経
済
力
を
削

ぎ
、
改
姓
さ
せ
る
こ
と
で
権
威
を
削
ぎ
な

が
ら
も
、
困
っ
て
い
る
公
方
家
に
は
都
度

家
政
が
援
助
を
す
る
と
い
う
絶
妙
な
対
応

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
藩
側
、

公
方
家
側
と
も
に
お
互
い
敬
意
と
気
配
り

を
も
っ
て
交
流
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
こ
の
江
戸
時
代
の
初
め
頃
は
、
キ

リ
ス
ト
教
の
弾
圧
が
厳
し
く
な
る
時
期
で

も
あ
り
ま
し
た
。
実
は
３
代
公
方
義
種
の

妻
で
あ
り
４
代
公
方
義
次
の
母
で
も
あ
る

祐ゆ
う

賀か

は
一
時
期
キ
リ
シ
タ
ン
で
し
た
。
祐
賀

の
兄
デ
ィ
オ
ゴ
結
城
は
畿
内
で
最
後
ま
で

潜
伏
し
活
動
を
続
け
た
宣
教
師
で
、
祐
賀

と
祐
賀
の
娘
ら
家
族
数
人
、
平
島
公
方
家

の
家
臣
数
人
は
こ
の
デ
ィ
オ
ゴ
結
城
か
ら

洗
礼
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経

緯
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
詮
議
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
平
島
一
門
は
長
崎
奉
行
（
吉
利

支
丹
奉
行
）
の
デ
ィ
オ
ゴ
探
索
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
き
ま
す
。
戦
国
～
安
土
・
桃
山

時
代
に
か
け
て
20
万
人
と
も
、
70
万
人
と

も
い
わ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
江
戸
幕

府
の
徹
底
的
な
弾
圧
に
よ
り
表
向
き
は
姿

を
消
し
ま
す
。
デ
ィ
オ
ゴ
結
城
も
20
年
に

わ
た
る
潜
伏
生
活
の
末
、
最
終
的
に
は
阿

波
と
讃
岐
の
国
境
で
捕
ら
え
ら
れ
、
穴
吊

り
の
刑
を
受
け
殉
教
し
ま
し
た
。
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令
和
６
年
は
辰
年
で
す
ね
。
実
は
、
阿

波
公
方
に
は
龍
（
辰
）
に
ま
つ
わ
る
話
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
６
代
阿
波
公
方
の
名
前
は
義「
辰
」。「
よ

し
た
つ
」
と
読
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、

「
よ
し
と
き
」
と
読
み
ま
す
。

　

９
代
阿
波
公
方
、
義
根
の
号
（
ペ
ン
ネ

ー
ム
）
は
「
棲
龍
」、
義
根
が
刊
行
し
た

漢
詩
集
の
名
前
は
『
棲せ

い

龍り
ゅ
う

閣か
く

詩し

集し
ゅ
う

』
で
す
。

阿
南
市
に
は
太
「
龍
」
寺
も
あ
り
ま
す
ね
。

義
根
は
『
棲
龍
閣
詩
集
』
の
中
で
太
龍
寺

山
の
こ
と
を
「
龍
山
」
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
、
龍
が
天
に
昇
る
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
一
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

義種・義次のお墓があったといわれている館跡の小山

棲龍閣詩集
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